























況において，近年では土木事業における生産性の改善を目的とした，ICT 技術（Information and 
Communication Technology ）を利用した情報管理により，事業全体の合理化が図られるなど，今
後確実視される技術者不足を踏まえ，施工段階における合理的なマネジメント手法が必要とされ
ている．  
本研究では，施工段階の掘削面において，物理探査技術を活用した施工管理支援ツールにつ
いて検討を行う．対象とする事業は，地質評価が施工時の品質確保に密接に関係する，山岳トン
ネルと大規模土工とする．山岳トンネルにおいては，日常の施工管理を行う土木技術者が運用可
能な弾性波探査システムとして，簡便な計測手法を用いた掘削発破を起振源とする探査法を提案
する．また，同様の計測手法を用いた三成分計測の検証実験を実施し，従来手法と比較した場合
の本手法の計測特性を明らかにする．さらに，本手法により得られる反射波データを用いた，三成
分反射法弾性波探査について，トンネル坑内における効果的な計測ジオメトリと解析フローについ
て検討を行う．一方，大規模土工においては，掘削施工中ののり面安定性の確認を目的とした動
態観測として，電波を利用した計測手法を提案する．これにより，従来の土木工事では困難であっ
た，広範囲の変位をリアルタイムで把握することが可能となり，掘削中の安全管理に活用することが
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可能となる．  
本論で検討する物理探査手法は，これまでは困難であった連続的な切羽前方の地山性状予測
や，地質変化の定量的な評価を可能とし，合理的な施工管理の支援ツールとなるものと考えられる．
また，掘削面において連続的に取得した定量的な地山評価指標は，維持・管理段階に引き継ぐこ
とで，万が一供用中に変状が発生した場合には，地山性状を考慮した対策の検討を行うなど，土
木事業全体のライフサイクルにおいて，合理的な事業遂行に寄与するものと考えられる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
